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消防本部 

 
(1) 常備消防 

ア  火災状況 

平成31年
令和元年

令和2年 前年比

17 20 3

7 11 4

4 4

6 5 △ 1

2 3 1

1 2 1

4 10 6

40 548 508

1 34 33

1 1

1 1

2 6 4

7 15 8

3,824 47,308 43,484

3,350 45,763 42,413

358 871 513

116 674 558

10 129 119

51 636 585

225 2,365 2,140

6 50 44

2.3 2.7 0.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  年　別
   区　分

計

部 分 焼

ぼ や

出 火 件 数
（ 件 ）

焼 損 棟 数
（ 棟 ）

そ の 他

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

全 焼

半 焼

小 損

り 災 世 帯
（ 世 帯 ）

床面積

表面積

建物
（ ㎡ ）

林 野 （ a ）

焼 損 面 積

死 者

負 傷 者

人 的 被 害
（ 人 ）

全 損

半 損

り 災 人 員 （ 人 ）

計

建 物 損 害

林 野 損 害

車 両 損 害

     出    火    率        （  件  ／  万  人 ）

爆 発 損 害

損 害 額
（ 千 円 ）

     1日 平 均 損 害 額       （   千  円   ）

     市民1人当たりの損害額         （   円   ）

     火災1件当たりの損害額     （   千  円   ）

     建物火災1件当たりの焼損床面積     （ ㎡ ）

そ の 他 の 損 害

 

△は、減少を示す。 

令和2年中の原因別発生状況については、放火4件、放火の疑い、灯火、電気機器、電気装

置、こんろが各1件、その他が7件、不明が4件となっています。 
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イ  救急状況 

救急出動件数 3,863 3,398 △ 465

1 1

276 236 △ 40

39 37 △ 2

34 14 △ 20

569 503 △ 66

12 10 △ 2

31 34 3

2,710 2,431 △ 279

転 院 153 106 △ 47

医 師 搬 送 1 △ 1

資機材等輸送

そ の 他 38 26 △ 12

200 170 △ 30

搬 送 人 員 3,674 3,248 △ 426

49 58 9

332 310 △ 22

1,304 1,204 △ 100

1,989 1,676 △ 313

2,097 1,732 △ 365

1,471 1,420 △ 51

93 88 △ 5

13 8 △ 5

10.6 9.3 △ 1.3

20 21 1

合 計

搬 送 先
(搬送人員)

市 内

宇治市・京田辺市・久御山町

その他京都府内

他 府 県

1 日 平 均 出 動 件 数 （ 件 ）

1 日 最 多 出 動 件 数 （ 件 ）

そ
の
他

傷病程度別
（ 人 ）

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

そ の 他

事 故 種 別
（ 件 ） 加 害

不 搬 送 件 数 （ 件 ）

自 損 行 為

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

急 病

令和2年 前年比

合 計

運 動 競 技

一 般 負 傷

火 災

 　　　　　　　　　　　　 　　 年　　別

　区　　分

平成31年
令和元年

 

△は、減少を示す。 

  令和2年中の搬送人員における入院加療を必要としない軽症者が、全体の51.6％を占めてい

ます。また、搬送者の内、65歳以上の高齢者が69.6％を占めています。 

  令和2年中の医療機関等への収容先については、城陽市内53.3％、久御山町内20.8％、宇治

市内15.3％、京田辺市内6.7％、京都市内2.5％、その他の京都府内0.2％、他府県0.2％と

なっています。 
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ウ  救助状況 

39 29 17 33 25 14 △ 6 △ 4 △ 3

13 7 6 7 4 6 △ 6 △ 3

1 1 1 1 1 1

26 22 11 25 20 7 △ 1 △ 2 △ 4

平 成 31 年
令 和 元 年

令 和 2 年 前 年 比

出
動
件
数

活
動
件
数

救
助
人
員

出
動
件
数

活
動
件
数

救
助
人
員

出
動
件
数

活
動
件
数

救
助
人
員

                        年　別
　
　　　　　　　 件数
　　　　　　　　　   及び
　　　　　　　　　　　　  人員
　
 
 区　分

合 計

交 通 事 故

水 難 事 故

風 水 害 等 自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故

建 物 等 に よ る 事 故

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

事

故

種

別

火 災

 

△は、減少を示す。 

令和 2 年中の救助人員と傷病程度を事故種別ごとにみると、交通事故で救助した 6 人のう

ち、重症が 1 人、軽症が 5 人となっており、機械による事故で救助した 1 人は軽症、その他

の事故で救助した 7 人のうち、死亡が 1 人、中等症、軽症、その他が各 2 人となっています。 

エ  消防広報 

  市民の防火意識の高揚を図るため、季節に応じた火災予防広報を実施するとともに、自治

会に対しては、消火器取扱訓練及び防火指導の実施、事業所に対しては、消火訓練や避難訓

練等の実施指導を行い、災害時に対する消火技術の向上と火災予防の普及に努めました。 

  また、設置が義務付けられている住宅用火災警報器について、自治会消火訓練、戸別訪問

等を通して設置の必要性及び適正な維持管理について説明を行い、さらなる設置及び維持管

理啓発に努めました。 

  ［防火指導、広報等の件数］                             

    自治会消火訓練・防火講演等                            7回         857人 

    事業所等消火避難訓練・防火講演等                    148回       5,689人 

    消火活動の妨げとなる車両の調査回数・指導件数         69回           3件 

    消防署の見学                                         27回         944人 

        車両による市内巡回広報                               75回 

オ  一般家庭、事業所等の防火指導 

  火災予防の徹底及びひとり暮らし高齢者を火災から守るため、ひとり暮らし高齢者宅の防

火訪問、一般家庭への防火及び放火注意喚起チラシの配布や事業所等の立入検査を実施しま

した。 
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      ［一般家庭、事業所等の立入検査等の件数］                 

        一般家庭の防火チラシ配布                               7,134件 

        ひとり暮らし高齢者宅の防火訪問                            90件 

防火管理者の選任を必要とする対象物の立入検査           206件 

        1号対象物の立入検査                                     261件 

        2号対象物の立入検査                                       43件 

        危険物施設の立入検査                                      62件 

カ  自主防災の育成 

  城陽市幼年消防クラブ、城陽少年消防クラブ、城陽市婦人（女性）防火クラブ、城陽市防

火危険物安全協会及びＬＰガス城陽市域防災連絡協議会に対し、各組織に見合った防火啓発

及び消火訓練等を指導し、自主防災の育成に努めました。 

キ  危険物施設、建築物及び消防用設備等、法及び条例に定める設備等の指導 

       ［危険物施設処理件数］               

         許    可（変更含む）                               3件 

          完成検査 (変更検査含む)                   4件 

         仮 使 用・仮 貯 蔵                7件 

             届    出              71件 

        [建築及び消防用設備等処理件数]                               

         建築確認同意の受付審査                                  136件 

         工事整備対象設備等着工届の受付               53件 

         消防用設備等設置届の受付         113件 

         消防用設備等の完成検査          83件 

［法及び条例に定める設備等届出処理件数］                              

                法による届出                462件 

（ＬＰガス、圧縮アセチレンガス、消防用設備等点検結果報告他）  

        条例による届出                 52件 

（少量危険物、ボイラー、炉・かまど他） 

 

(2) 非常備消防 

ア  警備力の強化 

春・秋の火災予防運動、年末警戒等においての巡回広報及び防火パトロール等に取り組

み、火災発生防止及び地域住民に対する火災予防の啓発活動に努めました。 

イ  教養訓練 

      新入団員・幹部団員への教養訓練及び現場活動連携訓練を実施し、知識・技能の習得、消

防技術の向上に努めました。 
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また、災害出動時に備え、器具庫点検、消防機械器具の取扱い等、現場活動技術の向上に

努めました。 

 

(3) 消防施設 

ア 消防本部整備事業 

   市民の生命・身体・財産を守るための消防活動拠点となる新消防本部庁舎及びに高機能消

防指令センターの運用を開始し、活動能力の向上を図りました。 

イ 消防車両購入 

  消防署の消防ポンプ自動車1台の更新及び資機材搬送車1台を新規配備し、消防力の充実を

図りました。 

ウ 小型動力ポンプ購入 

  久津川分団平川支部器具庫・上津屋支部八丁器具庫及び久世分団深谷支部器具庫の小型動

力ポンプを更新し、消防力の充実及び団員の負担軽減を図りました。 

 エ 軽四輪小型動力ポンプ付積載車購入 

   青谷分団本部及び今池分団本部の消防ポンプ自動車を軽四輪小型動力ポンプ付積載車に更

  新し、消防力の充実及び団員の負担軽減を図りました。 

 オ 富野荘分団器具庫等整備事業 

   富野学童保育所と合築となる富野荘分団本部器具庫（東富野支部器具庫併設）の建設が完

了し、地域防災の要として活動に従事している消防団員活動拠点の機能強化を図りました。 

カ 実務研修・資格取得 

災害現場で活用する各種特殊技能の資格取得、救急救命士資格取得研修、救急救命士の気

管挿管認定のための病院実習、救急救命士の再教育のための病院研修を行い、知識・技能の

向上に努めました。 

キ 救急体制の整備 

   119番通報から、救急車が現場に到着するまでの空白を埋めるため、市民、各種団体等を対

象に上級救命講習を1回25人に、普通救命講習を10回計159人に、その他の応急手当講習を33

回計706人に行うとともに、ＡＥＤ使用に係る応急手当の普及に努めました。 

ク 新型コロナウイルス感染症対策 

  救急隊員の装備品及び救急車内等の除菌作業を迅速、的確に行うため、オゾンガス発生装

置を全署に配備し、速やかな出動体制の保持と救急車を介した二次感染の防止を図りまし

た。 

 

(4) 水防対策 

木津川流域における水防資機材の整備と水防体制の確立を図るため、淀川・木津川水防事務

組合に負担金を支出し、水防関係機関相互の協力体制の強化に努めました。 
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(5) 災害対策 

気象庁及び京都府防災情報システム等を活用し、台風、降雨等の気象状況を把握するなど、

防災事前体制の充実に努めました。 













【別表1】消防手数料内訳

【別表2】消防団員数

（消防本部）　別表

女性

団 長 1 1

副 団 長 2 2

分 団 長 1 1 1 1 1 1 6

副 分 団 長 1 1 1 1 1 1 6

部 長 1 4 3 4 4 5 5 26

班 長 2 5 3 4 4 5 8 31

団 員 7 28 19 33 27 38 51 203

合 計 3 10 39 27 43 37 50 66 275

　　　分団

 階級

合

計

（令和3年3月末現在　単位：人）

※定員275人

久

津

川

久

世

寺

田

今

池

富

野

荘

青

谷

団

本

部

（単位：円）

      　　　区分
　種別

設置許可申請 変更許可申請
完成検査

（変更検査含）
仮使用
仮取扱

合計

0

(0)

0

(0)

0

(0)

13,000 13,000

(1) (1)

26,000 13,000 5,400 44,400

(1) (1) (1) (3)

0

(0)

21,600 21,600

(4) (4)

0 26,000 26,000 27,000 79,000

(0) (1) (2) (5) (8)

（　）は申請件数を示す。

合計

その他

製造所

屋内貯蔵所

移動タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

給油取扱所

一般取扱所
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（消防本部）　別表

【別表3】退職報償金内訳

【別表4】消防施設等配置状況

勤務年数 階級 人数 支給額

30年以上 分 団 長 1 849,000円

20年以上25年未満 部 長 1 438,000円

15年以上20年未満 団 員 1 334,000円

班 長 1 283,000円

団 員 1 264,000円

部 長 1 204,000円

団 員 2 400,000円

8 2,772,000円

10年以上15年未満

5年以上10年未満

合計

1 1 3 1 1 1 2 2 1 3 2 1 32

1 1 1 1 8

1 1 1 1 1 1 9

1 4 5

1 2 3

1 3 4

1 3 4

1 4 5

1 5 5

1 2 5 1 1 1 4 6 4 1 3 4 22 26 1 49

青 谷 消 防 分 署

区
分

久 津 川 分 団

合 計

富 野 荘 分 団

今 池 分 団

寺 田 分 団

久 世 分 団

青 谷 分 団

小
型
動
力
ポ
ン
プ

バ
イ
ク

配
置
場
所

本 部 ( 署 )

久 津 川 消 防 分 署

（令和3年3月末現在　単位：台、箇所）

軽
査
察
車

資
機
材
搬
送
車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

そ
の
他
の
車
両

は
し
ご
付
消
防
自
動
車

救
急
車

救
助
工
作
車

指
令
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

指
揮
車

無
線
機
 
移
動
局

無
線
機
 
基
地
局

消
防
団
器
具
庫
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（消防本部）　別表

【別表5】防火水槽設置事業

【別表6】小型動力ポンプ購入事業

【別表7】消防本部整備事業

【別表8】消防車両購入事業

【別表9】富野荘分団器具庫等整備事業

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 492,800

工事請負費 3,290,000

合計 3,782,800

482,800
青谷小学校耐震性防火水
槽設置工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

0 3,300,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

備品購入費 6,424,000 0 6,400,000 0 24,000
消防団配備の小型動力ポ
ンプ3台の更新費

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

人件費 2,200,000

工事請負費 83,114,400

合計 85,314,400

0 85,300,000 0 14,400
新名神高速道路等の建設
に伴う旧消防庁舎の解体
工事

内容等項目 事業費
特定財源

一般財源

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

人件費 2,200,000

備品購入費 82,335,000

合計 84,535,000

0 84,500,000 0 35,000 消防車両4台の購入費

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

役務費 23,616

委託料 1,981,514

工事請負費 21,129,900

合計 23,135,030

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

0 23,100,000 0 35,030
消防団富野荘分団本部器
具庫兼富野荘分団東富野
支部器具庫の新築工事
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（消防本部）　別表

【別表10】救急活動資機材拡充事業

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

需用費 3,833,500

備品購入費 3,630,000

合計 7,463,500

7,249,000 0 0 214,500
上下感染防止衣70式及び
ＣＴ積算計付オゾンガス
発生器3台の購入費

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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